
２平成 25 年 10 月 15 日　広報ふっさ　No.889042-551-1511 です ※お掛け間違いのないようにお願いします

　 　

「
声
の
市
議
会
だ
よ
り
」
を
お

届
け
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
福
生
い
と
で
ん
わ
」

と
協
働
で
視
覚
障
害
者 

(

1
・

2
級)

の
方
に
「
声
の
市
議
会

10
月
の
納
税
の
お
知
ら
せ

　

10
月
は
市
・

都
民
税
（
第
３

期
）、
国
民
健
康
保
険
税
（
第

４
期
）、介
護
保
険
料
（
第
４
期
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第

４
期
）
の
納
期
で
す
。
納
期
限

は
10
月
31
日

で
す
の
で
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
納
付
く
だ

さ
い
。
口
座
振
替
は
10
月
31
日


の
予
定
で
す
。
残
高
不
足
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
※
納
期
を

過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
課
さ
れ
ま

す
。

【
問
合
せ
】
収
納
課
☎
551
・

１
５
７
８

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法

律」に基づき、自治体の財政健全度を測る指

標として、健全化判断比率（実質赤字比率、

連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来

負担比率の４つの指標）を算定しました。

　この算定結果により、健全化判断比率が早

期健全化基準を上回った場合は、財政状況が

黄信号の状況、さらに財政再生基準を上回っ

た場合は、赤信号の状況にあると判断され、

法律に基づき、財政健全化計画または財政再

生計画を策定し、自治体財政の健全化を図る

こととなります。

　また、公営企業（下水道事業）の経営の健

全性に関する指標として、資金不足比率を算

定しました。資金不足比率が経営健全化基準

を上回った場合は、経営状況が悪化している

と判断されます。平成 24 年度決算をもとに算

定した福生市の比率は下表のとおりで、いず

れも早期健全化基準を下回りました。

【問合せ】財政課☎ 551・1534

平成 24 年度決算に基づく健
全化判断比率等についてお知
らせします

【安全安心まちづくり市民ひろば次回の開催は】犯罪のない、安全で安心して暮らすことができる福生市を目指し、話し合いをしています。市内在住 ･在勤の方

ならどなたでも参加できます。【日時】10 月 24 日午後 7時～ 9時【場所】わかぎり会館 2階集会室　【問合せ】 安全安心まちづくり課地域安全係☎ 551･1691

防
災
無
線
の
放
送
内
容
が
電
話
で
確
認
で
き
ま
す
。【
専
用
電
話
番
号
】
☎
539
・

２
０
６
１
ま
た
は
☎
539
・

２
０
６
２

だ
よ
り
」(

デ
イ
ジ
ー
方
式
の

Ｃ
Ｄ
版)

を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
デ
イ
ジ
ー
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
）

と
は

　

デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
の
国
際

標
準
で
、
聴
き
た
い
と
こ
ろ
を

ペ
ー
ジ
や
見
出
し
で
す
ぐ
に
検

索
で
き
る
な
ど
、
情
報
検
索
性

に
優
れ
て
い
ま
す
。

 

専
用
の
再
生
機
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
利
用
対
象
者
は
日
常

生
活
用
具
と
し
て
給
付
を
受
け

ら
れ
ま
す
（
利
用
者
一
割
負
担
）。

【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局
庶
務

係
☎
551
・

１
５
２
３

区分
平成 24 年度 

（平成 23 年度）

早期健全化基準

〔黄信号〕

財政再生基準

〔赤信号〕

実質赤字比率
一般会計等の実質赤字の標

準財政規模※に対する割合

－ 

（－）

13.10％超

（13.09％超）
20.00％超

連結実質赤字

比率

すべての会計の実質赤字の標

準財政規模※に対する割合

－ 

（－）

　18.10％超　

（18.09％超）
30.00％超

実質公債費比

率

一般会計等が負担する実質

的な公債費の標準財政規模

※に対する割合

1.5％

（2.4％）
25.0％超 35.0％超

将来負担比率

一般会計等が将来的に負担

すべき実質的な負債の標準

財政規模※に対する割合

－ 

（－）
350.0％超

（注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、赤字額がないため「－」となります。 

将来負担比率の数値は算定されないため「－」となります。

※　標準財政規模とは、市税や地方交付税などの自由に使える収入を標準化したものです。

（　）内は平成 23 年度の数値です。

区分 平成 24 年度 経営健全化基準

下水道事業会計
資金の不足額の事業の

規模に対する割合

－ 

（－）
20.00％超

（注）資金不足額が生じないため「－」となります。

（　）内は平成 23 年度の数値です。

▼福生市の健全化判断比率

▼福生市の資金不足比率

ご協力ありがとうございました
福生市長  加藤 育男

　国体ソフトボール（成年女子）競技が無

事終了しました。 

　本大会を実施するにあたっては、福生市ソ

フトボール連盟をはじめとする関係各位のほ

か、町会・自治会や市民ボランティアの方々

のおもてなしの心と笑顔によって支えられました。

  大会開催前、町会・自治会等の皆さんが、歓迎のた

め一生懸命に清掃活動をしてくださり、市のイメージ

アップにご尽力いただいたことに、心からの感謝を申し

上げるとともに、「チーム福生」を実感する思いでした。

　おかげさまで、市外からの来場者や関係者・選手た

ちも清潔で美しい福生のまちに感心されていました。

大会を盛り上げてくださいましたすべての皆さん、本

当にありがとうございました。

　これからも福生市から、日本中に元気を発信                                                                                                                   

し、「夢かなうまち福生」を実現していきましょう。

福
生
市
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　

９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の

間
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
い
ず
み
様
ほ
か
１
名
の
方

（
匿
名
）
か
ら
１
万
１
千
円
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
金
は
、
寄
附
者
の
ご
希
望

等
に
応
じ
、
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
平
成
25
年
度
累
計
21
件
・

165
万
６
，
５
３
１
円
）

【
問
合
せ
】
契
約
管
財
課
管
財

係
☎
551
・

１
５
３
５

自
転
車
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ

う
　

市
で
は
、
市
内
の
駅
（
東
福

生
駅
を
除
く
）
か
ら
約
300
ｍ
以

内
を
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域

に
指
定
し
て
い
ま
す
。
自
転
車

等
放
置
禁
止
区
域
の
道
路
や
駅

前
広
場
・

公
園
な
ど
の
公
共
の

場
所
に
、
自
転
車
・

原
付
が
駐

輪
さ
れ
る
と
、
警
告
札
を
取
り

付
け
、
そ
の
後
撤
去
し
、
自
転

車
保
管
場
所
で
保
管
し
ま
す
。

　

駅
周
辺
に
自
転
車
で
お
出
か

け
の
際
は
、
自
転
車
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
保
管
し
た
自
転
車
な
ど
を
返

還
す
る
際
は
、撤
去
保
管
料（
自

転
車
１
，
０
０
０
円
、
原
付
２
，

０
０
０
円
）を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
安
全
安
心
ま
ち

づ
く
り
課
地
域
安
全
係
☎
551
・

１
６
９
１

 　11 月の無料相談　　
相談内容 実施日 時間 場所 備考

人権身の上相談･
行政相談 6 日㈬

午後1時 30分
～4時 30分

市役所1階
第1相談室

予約制、先着 6人（1人 30 分）
※相談日 1 か月前から電話で秘書広報
課広報広聴係へ。

登記相談 7 日㈭

相続遺言等暮ら
しの手続き相談 12 日㈫

税務相談 28 日㈭

法律相談
1日㈮･13日㈬
20日㈬･27日㈬

予約制、先着 6人（1人 30 分）
※相談日 6 日前から電話で秘書広報課
広報広聴係へ。

交通事故相談 21 日㈭

予約制、先着 6人（1人 30 分）
※相談日 1 か月前から電話で秘書広報
課広報広聴係へ。
相談日以外は東京都都民の声課
☎ 03･5320･7733 へ。

少年相談 15 日㈮ 午前9時
～午後4時30分

予約制、警視庁八王子少年センター
☎ 042･679･1082 へ。相談日当日は秘
書広報課広報広聴係へ。

介護保険相談 毎週月･火･木・
金曜日

午前9時～正午
午後1時～4時

市役所1階
介護福祉課

介護福祉課介護保険係☎ 551･1764

子ども相談 毎週
月～土曜日

午前8時30分
～午後5時15分

子ども家庭支援セン
ター（子ども応援館
１階）

子どもと家庭の相談 ･ 児童虐待に関す
ること。☎ 539･2555

消費者相談 毎週
月 ･木曜日

午前10時～正午
午後1時～4時

市役所第二棟
2階第 2相談室

シティセールス推進課産業活性化グ
ループ☎ 551･1699

心配ごと相談 毎月第二水曜日 午後1時～3時 福祉センター
社会福祉協議会 ･ 成年後見センター福
生☎ 552･5027

事業資金相談 14 日㈭ 午後1時 30分
～3時 30分

商工会館
1階相談室

商工会☎ 551･2927 ※対象は市内の小
規模事業者

【そのほかの相談】市政 ･ 市民相談、国民年金相談、ひとり親家庭相談、健康相談、育児相談
（☎ 551･1511 市役所代表）、心の相談、成年後見制度相談、苦情相談、権利擁護相談（☎ 552･5027
福祉センター）、教育相談（直通☎ 551･7700）

※予約開始日が土 ･日 ･祝日の場合、翌日以降最初の平日からとなります。

【問合せ】秘書広報課広報広聴係
☎ 551･1529 ※土 ･日 ･祝日を除く


